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 いよいよ梅雨が明けました。今年はさほど悪天候の日はなく、幸い毎日園庭へ行ったり散歩へ行けま

した。雨の日でもダンスや、ホールで巧技台を使って体を動かして楽しんでいます。７月からは本格的

な夏到来！幼児クラスになり、どんな楽しい遊びが出来るか楽しみです。 

今月のねらい 

 

・身の回りの出来ることを自分でしようとする。 

・自分の好きな遊びを十分に楽しみながら、友だ

ちのしていることに興味を持つ。 

・保育者や友だちと一緒に水遊びを楽しむ。 

♪うた♪ 

・たなばたさま  ・ぶんぶんぶん 

 

 お知らせとお願い  

 

・暑さが厳しくなって来ています。しっかり水

分補給をしてから登園して下さい。 

・汗をかいて着替えをする為、着脱が難しくな

ります。今一度、服のサイズをご確認し、着脱

しやすいものをご用意下さい。 

 

虫探し夢中 

 虫が大好きなにじ組の子どもたち。６月中旬

に、虫かごを用意しました。 

 大きいむしかごは３つほどありますが、何人か

使いたいとなると、「一緒に使おう」と声を掛け

合っています。右の写真は、園庭にいるダンゴム

シや蟻を虫かごに入れて、子どもたち同士で集ま

って観察しています。「お腹がすいたから葉っぱ

を持ってこよう」と虫かごの中に葉を入れ、いろ

いろな発想が広がっています。 

話を聞く力 

主活動の中で、週に何度か「リズム」を取り入れています。リズムの動きの中には、ピアノの

音をよく聞き、フレーズに合わせて飛び跳ねたり体の向きを変える動作が組み込まれています。

こうして遊びの中に「聞く事」を取り入れ、積み重ねる事により、日頃から話を聞く姿勢が自然

と身についてきたと感じる場面がありました。 

 とある日のこと。全体的に声が大きく、耳を塞ぐ子がいました。「ゾウさんの声をずっと出

しているとどうかな？」と保育士が聞くと、「いやなきもち」「うるさい」と声が上がり

ました。お話をしたい時は、ぞうさんの声ではなくても聞こえることを伝えると、「そう

だね」「ねこちゃんの声でもいいね」と頷いていました。子どもたちにしっかり話を聞く

姿勢があるからこそ、こちらが日々【こんな場面ではどうしたら良いか】わかりやすい

表現や例えで伝え、社会性を身につけていけたらと思います。 

 


